
中野区議会 第1回定例会
2月9日（月）～3月23日（月）

区議会事務局／10階　
☎︎（3228）5585　FAX（3228）5693

会議日程 
本会議＝2月9日･12日･13日･16日、3月6日･23日
予算特別委員会＝2月16日･18日･20日･24日～26日、3
月5日
予算特別委員会分科会＝2月27日、3月2日･3日
常任委員会＝3月10日～12日
特別委員会＝3月13日･16日･17日
☆どなたでも傍聴できます。日程は、変わることがあります
開会 午後1時から。ただし、2月20日･24日～26日の予算
特別委員会は、午前10時から

一般質問放送日時（J:COMチャンネル）　
☆区内のみ視聴可
2月21日（土）･22日（日）･28日（土）、3月1日（日）＝午後5
時～7時45分
2月23日（月･祝）･25日（水）･27日（金）＝午後6時～7時
30分
☆放送についての問い合わせは、J:COM東京☎︎0120

（999）000へ（午前9時～午後6時）
☆口座振替の方は、事前に残高の確認を。区
で納付相談や猶予、減免の案内をご覧になれます

特別区民税･都民税･森林環境税の
第4期分
国民健康保険料の第8期分
後期高齢者医療保険料の第10期分
介護保険料の第10期分

2月2日は納期限です
忘れずに納付を

監査委員を任命しました
総務係／6階　
☎（3228）8811　FAX（3228）5647

　区長は、区議会の同意を得て、令和7年12月
14日付で監査委員に石浦勇人氏を任命しまし
た。任期は同11年12月13日までです。
石浦勇人氏
　税理士（石浦勇人税理士事務所）

　区は、次の計画等の策定を目指し、案
をまとめました。みなさんの意見をお寄せ
ください。
　右の①～⑤とも
意見を提出できる方 区内在住･在勤･在
学の方、区内に事務所や事業所のある
個人･法人またはその他の団体、案件に
直接利害関係のある方
意見提出の方法 意見書（書式自由）を電
子メール、ファクス、郵送または直接、各
係へ。 住所、氏名とふりがな、区内在
勤･在学の方は勤務先･通学先の名称と
所在地、利害関係のある方はその理由
公表場所 区 、区民活動センター、区
役所1階区政資料センター、各係窓口
☆期間＝資料公表･意見募集期間

全てのメールアドレスの＠以下に
city.tokyo-nakano.lg.jpを付けて
送信してください

①「中野区バリアフリー基本構想
（改定案）」

都市計画係／9階
☎（3228）8964　
FAX（3228）5668

tosisisetu@ 
期間 1月28日～2月18日（必着）

②「中野区建築物への再生可能
エネルギー利用設備の設置の
促進に関する計画（案）」

③「中野区建築物再生可能エネ
ルギー利用促進区域内におけ
る説明義務の対象となる建築
物の用途及び建築の規模を定
める条例（案）」

建築審査係／9階
☎（3228）5596　
FAX（3228）5668

kentiku@
期間 1月28日～2月18日（必着）

④「第5次中野区環境基本計画
（案）」

環境企画係／8階
☎（3228）5524　
FAX（3228）5673

kankyo@
期間 1月29日～2月19日（必着）

⑤「第5次中野区一般廃棄物処理
基本計画（案）」

ごみ減量推進係
（〒165-0024松が丘1-6-3
リサイクル展示室内）
☎（3228）5563　
FAX（3228）5634

gomizero@
期間 1月29日～2月19日（必着）
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　2026年の干支は、丙午（ひのえうま）。「非常に
エネルギッシュで、物事を大きく動かす活気に満ちた
年」と言われています。
　物価高騰が長く続いており、区民生活に大きな影
響が出ています。区民のみなさんが安心して生活で
きる環境を取り戻すため、区民生活に軸を置いた対
策をスピーディーに行っていきます。

　今年は、中野区基本構想で描くまちの実現に向け
て、今後5年間の区の方向性を示す、新たな中野区
基本計画を策定する予定です。子育て先進区の実
現、地域包括ケア体制の実現、活力ある持続可能な
まちの実現に向けた取り組みを着実に行っていきます。
　本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

執筆のきっかけと思い
区長　この度は第2回東京中野文学賞大賞の受賞、
おめでとうございます。「その針がさすのは」はどん
な思いで書かれたのでしょうか。
羽田　ありがとうございます。大学時代からイベ
ントで用があったり、中野5丁目辺りで飲んだりと、
度々中野を訪れていました。小説のネタ帳にはネタ
が色々溜まっていて、中野を舞台にすればうまく結
びつき書けそうだと感じ、書いてみたのです。
区長　描写が鮮明で、中野のまちの雰囲気や空気
感がよく伝わってきました。
羽田　人や物、場所等によって流れる時間の質が異
なる、というようなことを書くのに、時代により大き
く移り変わりつつも過去の跡をどこかに残している
中野は舞台として最適でした。
区長　確かに、私も18歳からほぼずっと中野に住ん
でいますが、特に中野5丁目は昔から雰囲気がほと
んど変わっていません。一方で、区役所周辺はどん
どん開発が進み、まちの時間が急速に動いているよ
うに感じます。変わらない場所と変わり続ける場所
が共存しているのが中野の面白さですね。

さまよう快楽を楽しむ
羽田　中野では飲食店を出てすぐカルチャーに出会
い、自炊派の人にうれしい新鮮な魚屋や肉屋、八百
屋なんかもある。バラバラに見えるものが徒歩数分
圏内で接続され、コンパクトにまとまっている独特の
空気感があります。
区長　確かにそうですね。加えて、人のつながりが
生み出す文化も中野の大きな財産だと感じます。上
京してきた学生や、長く住む人々が混ざり合い、ひ
との時間が多層的に流れているところも魅力です
ね。
羽田　カオスと秩序のバランスが心地よく、さまよ
う快楽を楽しめるのが中野。その面白さを、この小
説の中で感じていただけたらうれしいです。
区長　こうしたまちの記憶や空
気感を文学として残していくこと
は、とても意義深いことだと思い
ます。本日はありがとうございま
した。

明けまして
おめでとうございます 中野区長

中野区長 

酒井直人
小説家 

羽田圭介さん

中野という舞台

　第2回東京中野文学賞で大賞を受賞した芥川賞
作家･羽田圭介さんと酒井区長に、中野が持つ多様
な魅力や文化について語っていただきました。

新春対談

「その針がさすのは」（新潮社）
全国の書店で好評発売中▶ 
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